
【取組内容】　数学科　「個別最適」と「協働」を両立した学びの実践　〜課題選択制の学び〜

久喜市立鷲宮西中学校（埼玉県）【指定校】

様式Ⅰ-6

リーディングDXスクール事業　【実践事例】

１.学習の手引による「授業内容の把握」
　・自分で本時に何を学ぶのか確認し、
　　学習への動機付け
　・時間を短縮し、課題へ取り組む時間の　　
確保
　　→基礎基本のみではなく、自分の状況　　
に応じて、難易度の高い課題へのチャ　　レン
ジをする時間を確保

２.課題を選択し、協働しながら「解決　　へ
向かう展開」
　・自分で課題を選び、自由に進度を　　　設
ける。
　　→できた生徒は、説明をすることに　　　
より、自己の概念的理解度も向上　　　する
　・課題を複数設定し、個別に最適な課　　
題を取捨選択させる。

３.「振り返りシート」による進捗　　状
況の確認や今後の見通し
　・振り返りシートに、課題への　　達成
状況を記入し、自分の状　　況把握の
材料にする。
　・本時の課題やヒントシートの　　リン
クを掲載し、いつどこで　　も取り組め
るような環境を整　　えておく。


